
 

 

レプトスピラ感染症は、レプトスピラ属という細菌によって引き起こされる感染症で、犬だけでなく人にも感染する「人獣
共通感染症」です。 
  

感染源となるのは主にネズミなどのげっ歯類や野生動物で、感染した動物は腎臓に菌を保有し、尿中へ排泄します。その尿
で汚染された河川・池・水たまり・湿地・土壌などに接触することで感染します。また、傷口や口・鼻・目などの粘膜から
も感染するため、アウトドアによく行く犬は特に注意が必要です。 
  

症状 
発熱・食欲不振・嘔吐・下痢などが認められ、重症化すると黄疸・血尿・腎不全・肝不全が認められ、数日で命を落とすこ
ともある危険な病気です。 
  

診断 
レプトスピラ症は症状だけでは他の病気との区別が難しいため、血液検査・尿検査・PCR検査・体検査などを組み合わせて
診断します。 
  

治療 
治療の中心は**抗菌薬（抗生剤）**です。 
また、腎臓・肝臓のサポートをおこなう為の点滴治療を必要に応じて入院下で行います。 
早期発見・早期治療が予後を大きく左右します。 
  

予防 
最も有効な予防法はワクチン接種です。 
一般的なワクチンである５種や６種ワクチンにはレプトスピラ症は含まれていない為、当院では山や川へ行く機会がある犬
では、8種混合ワクチン（6種＋レプトスピラ2種）または10種混合ワクチン（6種＋レプトスピラ4種）の接種をおすすめし
ています。 
また、ネズミの多い場所を避ける、川や水たまりの水を飲ませない、台風や豪雨の後の散歩は注意することも重要な予防に
なります。 
  

レプトスピラ症は感染した犬の尿や、尿で汚染された環境に触れることで人にも感染する可能性がある為注意が必要です。 
「川遊びのあと元気がない」「急に食欲が落ちた」「発熱している」などの症状が見られた場合は、早めに当院へご相談く
ださい。　　 
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SaGAMeC Information

トリマー通信 
7月・8月のオプションセットはハーブパックです！ 
ハーブパックには消臭効果や抗菌作用があり、ハーブの微細
な粉がシャンプーでは落としきれない頑固な皮脂汚れや古
い角質を浮かせて取り除き、ニオイの原因となる細菌の増
殖を抑え、清潔なお肌の状態を保ってくれます。 
さらに配合されているハーブの成分により静電気防止や虫
除けの効果もあります。 
是非この夏の時期にお試しください！ 
皆様のご予約、心よりお待ちしております！

獣医師コラム レプトスピラ感染症について

看護師通信 
フェリウェイからフェリウェイフレンズが新登場しました！多頭飼い家庭でのやすらぎを継続的にサポートしてくれます。 
新しい猫ちゃんをお迎えする際や猫どうしの不仲や対立にお悩みの方はスタッフにご相談ください。 

粟村ひまちゃん 本間むつちゃん張Lunaちゃん


